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安全上のご注意 


♦ここに示した注意事項は、％害や_寄を未膝に防止するために遞粟な内容ですので、必ず守ってください。 


2警告 

立注意 


人が死亡または重傷を負ラ司能性が想定 1 
される内容。 

人が撗罢を負う可能性及び物的損罟のみ 
の発生が想定される内容， 


絵表示の例 


⑤ 

C 


SE 号は， r«ihj (しないて 
<ださい)音示します. 
鲁纪；は，「強制」（必ずし r 
<ださい）を示します^ 


f Zh 警告 1 

③ 

修理技術者以外は、絶対に分解したり、 
修理，改造をおこなわない D 

_発火した m 常_し T けがをす*ことが 

あり rr コ 

@ 

水につけた.八本をかけたりしない„ 

_は® -シ 3 —卜の恐れがありま r „ 

Q 

子供だけで使用させた*入幼此の手の届 

<ところで使用しない D 

♦铉黹 ■ やけど■けがをする恐れがありま r 

〇 

定格15 A 以上のコンセントを単独 T 
使用す5。 

•傅の^と併馬すると、分岐：！ンセント 
荔分が異 t 免熟して発火することがあ+戊す a 

0 

ガラスサー/て一なしで使用しない。 

響過热して発火 r ることがあります。 

- j 


\ 也注 】 

& 1 
CVh 

❶ 

tm プラヴ m く tta , t »]-k を持たず 
に必ず差込プラグ部分をもって？ほ抜く。 
• 感電やシヨートして発火することがあけますコ 

( S ) 

不安定な埸趼や熱に弱し屯物の上 
では便用しない。 

_火災の原因となります0 

0 

茁源3 - ドや差込プラグが傷んでいたり、 
コンセントの楚込みがゆ況，ときは使闱 
しない6 

♦感電『シ d 卜，発火の睽因しなります ■> 

I 


使用時以外上差込プラヴをコンセント 
から抜く。 

% けがややけど...絶核劣化によ®感電， 

箱芯火災の原因になります〇 

G 

ss = t—R 傷つけた破捐させたり、 
加工したり、麻理に曲げたり1引■报っ 
f こ、} J こ ばねたり . s いものをのせたり、 
はさみ込んだりしない。 

■窗®コ ー K が破梅し L 达窗の S 因と炉推す n 



使用中や使用直後 W 猓溫プレ-卜や抽出 
〇,水タンクふたに手 t 触れない 0 

•高:1ですのでやけどの面因となります a 
特に乳地！ B にはさわ$せないでく ださい。 

0 

交淀1 DO V 以外の龟源は使用しない。 
•杉笼1火災の面因となり友す。 

〇 

ガラスサー/ <- は瞳火にかけない、また 
屯子レンジで使用しない， 

•ffl れたり、取 -J ■手が変形したけします。 


r 

お願い 

■■ 

取扱は丁聿にお眹いします2 
參落としたり1描い# il ? を加えたり 
すると故 K の取因になります。 

水夕 >ク4こは水以外入れな! ■ 、でください， 
•故障の昂因になり3す。 

空ださしないでください V 
•故除ゃ火李の原因二なり生す c 

嫌けてコーヒーを作る場合 kt，m 源ボタンを「切」 (こして、約5分待ってください。 

•本体が热ぃうちに給木し fc りすると拍 si 口办ら蒸龙や熱溝がでる恐れが 
あり火依の.瞭因に；^ります。 ^ 

本体』丸洗し、しなし 1 でください。 

、 •シ3-卜 + 眩®の恐れが妃姝す。 




























各部のなま z 



ぺーパーフイルターの折り方 


付属品 


^はでき ft がつた: 

爾の目盛りではなく、 


水タンクふた 


水タンクー 

中に水位目盛りが 
ついています 


差込プラグ ■ 


電源ボタン- 


ガラスサ》/9« 
直後火にかけないで 
ください。ガラス 
サーパーの 水位目盛り 


へ、 ノ 


パスケット 
カバー 


mum 


抽出 □ 


パスケツ 


保溫プレート 


畢ミシン g から約 1cm 内！ ij で桁 y ます t 


_ベーバーフイルター 水タンクに入れる 


|3icm 充分 EE げ 

\J ダ ^ 



2删。 

な<な y まし ss 、 
a 醢の书の&お便い 
く * fs い, 

(1x2 兼 &は102) 


水置の@逋りです。 



仕 様 


f 鬼 m 

AC 100 V 50/60 HZ 

電源ボタン 

「入」（ランプ点灯）『切』 

消费军力 

62 5 W 

通度調節器 

サーモスタット 

水タンク容量 

600 ml (約1〜5カップ） 

逋度ヒ a - ■ズ 

240で 

宵 m 

1,13 kg 

3— ド長さ 

1,0 m 

大きさ 

竭 1 eerrin X 勇行1 56 mm ><：萬さ 250 mm 

付属品 

ぺーパーフイルター¢2枚） 
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ご使用上の注意 


f 

* け t f 一 US 

參ド"ノップ庳後にガラスサー/ (一を取り外した時， 

掄出口より熱 t 痛気が出ますのでご注薰< ださい c 

水タンクは水だげ入れる 1 

♦水タンクに U 热渴、牛乳, 3-ヒーなど水以外の 
ものを入れないでください。 

◎变形や故障の原因になります。 

ガラスサーバーの取 U 扱いに注意 

♦ガラスサーバーは直接火にかけないで< ださい。 
•投げたりぶつけたりしないでください ■= 

■本体を移呦する時は、ガラスサーパーを別にして 
運んでぐださい， 

◎ガラスサーバーが落下 h 破撗することがあり生す a 

空だきしない T 

•コーヒート「リップ以外はガラスサーパーを空の 
状態で葡源ポタンを「入」にしないでください。 

j 



使用方法 


初めてご使用になる時、また長期間ご使用にならずに保管されていた時は、2〜3回 
、コーヒー粉を入れないで水だけでドリップしてください。 _^ 

① 水タンクの水位目盛リとガラスサーパーの水位目盛りは、水タンクに入れる水置の目盛りでコー匕一 
カップ_1杯は120 cc h マグカップ1杯は150 cci アイスコ_ヒ~1杯は 90 cc です & 

② ガラスサー/ %-(D 水位 SffiM はできあがつた3-ヒ ーfi の目盛リではな< h 水タンクに入れる水置の目盛リです。 
コーヒー粉の免"コーヒーの棰類Iこより\抽出時Iこ：3— ヒー粉〖こ水が吸収され t 出来上がりの]_ヒーの£は 
目盛りよリ少なくなることがあります a お好みにより加減してください。 


ホッ ト コー ヒ ー の作り方 


! •ベーパーフィルターをセットし、コ-'ヒー粉を入れます0 

① バスケントにベーパ，フィルターをセットします e 

② コーヒー粉を入れます c 


コ ヒ 粉® a ( g ) 


14 g 

2 ig 

38 g 

32 g 

コーヒー カップ (杯） 

1 

2 

3 

A 

5 

コーヒー 瓣の置セ》 

的 

iBg 

55 g 

吻 

一-一一 

マグカ 7 プ(杯}/ 

1 

2 

3 

4 



來上紀はあくまで S 安です，コーヒーの»翔や fclf みによけ如霣してくださし 


[注]籲コ-ヒ-粉は「ベ-パ-フィルタ-用」仲} 4 き粉)をご使用ください， 

• 「ベーパーフィルター用」以外 （ 袖换き粉など:Iはご使用中にパスヶッ 
卜から3_ヒ_があふれることがあり法す s 
♦32g をこえ5コーヒー杻3入れなV 、でく ださい。 

翁1〜£力.ンブのときは少し多めに入 H てください。 


本源ボタン(よ「切 j 


③パスケットにパスケットカパーを取り付けます, 


企注意 


お子様だけめ使用や、幼宄の¥の® くところて1?>使用 \mm しないでください 4 
◎ やけどや®：！!の恐れがあります。 



折り込む 


杳お好みに応じて 
臓してください,: ■ 


Z ガラスサ_パーを保温プレートにのせ、水タンクに水を入れる。 

①ガラスサーバーにバスケットカバーとバスケットをセ.ントし、保溫ブレートの中央にのせます令 
@お飲みになるカップ分の水を水タンクの水位目盛りまて-入れます。 
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ご使用方法 



(つづき) 


分枝けて抽出する堞合ガラスサーパーをセツトしないで水を水タンクに入れるとしず <がこぼれる 
場含がありますのでご注意ください。 


[注 ] # 600 oc ■を超える水は入 a ないでくださ I \コーヒーがあふれます。 

搴水タンクが変形しますので、お連は入れなし1ください。 

mbv .ンプ中[こ木分が蒸発する為、ガラスサーバ■■の目盛りと木タンクの g 盛りに 
盖が宣じる場含があります。 

♦水 a 浄水や市販のミネラルウォーターや歆用水をご他用い:ください。 

•浄水■市販のミネラルウォーター■飲用水以外の牛乳やジユース等の液体 
を入れないでください D 故障の原因になります 0 



エ差込プラグを差し込み、耵源ボタンを「入」にします。 

① 差込プラグをコンセントにしっかり差し込みI窀源ボタンを「入」にします。ランプが点灯し r 加 
熱を始めます。 

② 約30秒でお?§の瞳出が始まり、ガラスサーバーにコー匕一が落ち始めます。 

垣 p- ヒーが抽出し終わったら蜇湄ポタンを「切」【こして、ガラスサーパーを取り出します《 

④ガラスサー/ く一は注ぎ口が下になるように!！けて、コーヒーカップにコーヒー t ゆゥくり注いでく 
ださい P 

〇注ぐ時【二しずくがこぼれる場含がありますのでご注意ください。こぼれたしずくはすぐに拭き取っ 
てください。 

■保温する時は…ガラスサーパーをそのまま保温プレートにのせ-電源ボタンを「入」しします。 

[注]長時間保温(二しますと、コーヒーの風味を摘ねます。 


4使用後は 

革源ボタンを「切 J にしてから差^プラヴをコンセントから抜3ます。 


[注]•差込プラグを抜く時は、コードをひっぱらずに必ず11込プラグを持って抜いてください。 
•使用直後は保温プレートが热ぐよっていますので絶対に袖れないでください。 

參長時間保辁する場合はお手入れの後、必ず乾かし T から保爸してください。 


5.使い方にんな時は) 

•続けてコーヒーを作る時は 

必ず電源ボタンを「切 J にして約5分以上待ってから「ご使用方法」の1からの手順で行って C ださい〇 
* 本体が熟しウちに蛤水したり、崖)かしたりすると，すぐに蒸氕が出て竞獍です。やけどなどに充分に注童してくだ3い 0 












ご使用方法 


5-使い方(こんな時は)つづき 
癱逾中で使用を中止す5時は 

① 電源ボタンを「切」にし、差込プラグをコンセントから抜いてくだざい， 

② ドリップが終ってがら、ガラスカップを？ I き田してください。 

◎ 水タンク:残った水は、本体が冷めてから本体 I こ水がかか6ないよう I . .すてて ください:> 


/h ^ 使用中や使用 ■ 後: J 保温プレートや抽出口、水タンクふた l 手を mn ない命 

としは s 苺退ですのでやけどの腰囡となります。林に乳站思にはさわらせないでください。 


アイスコーヒーの作り方 


s 上記はあ<まで目安で T c コー t _ 粉の 
置や氷 ( J お好みにより加城してください。 
3 S できあがりのアイスコーヒー1杆は■■約 
180 cc とします■:, 

■ L ホ 7 トコー匕一と网じ手順でバスケットにぺーパーフィルターをセ■ント U コーヒー粉を入れてバス 
ケットカバーをセ _ y 卜します.-. 

2.水タンクに木を入れます，ガラスサーバーの（アイス）用の目盛りに合わ 
せ、本を入れます 

ふコッブに氷を入れて、できあがったコーヒーを注いでください:^ 

©アイス専用のコ，ヒー粉を使うと、よりおいしくいただけます。 

〇コッブは■れることがありますので、耐熱性のものをご用童ください， 

4 .お好みにより、シロップや生クリームを加えてお飲みください。 


用*するもの 
♦アイスコー匕一用粉 
秦1ド 

♦シ C 3 ツプ+生クリ ー A 
などお好みにより 

♦耐熱性 3 ップ 


3—ヒー粉め 

73 

14 g 

21 g 

23 g 

36 g 

氷 

90 g 

IBOg 

270 g 

360 g 

4 

アイスコ-ヒー {W 

1 

2 

3 

4 

5 


ぉ手入れの仕方 


本钵側面•保濕プレート 

♦台所用中性洗剤を浸した布を硬くしぼってふき、洗剤が残らないようにきれいに拭き取ってください〇 
バスケツト，ガラスザ™パ™ 

♦台所用中性洗剤をスポンジや布など柔らかい物につけ T 洗い、 

水で充分洗い流してぐださい。 


ガラスサーバ ー aii 手入れ也 

也注意よく吃制■せてくだれ、 

►サビの, f 因になり rt_ D 


水タンク 

•きれいな乾いた布、また; i スボンジでふいてください。長時問 I ご使用の 
填合1涡アカが付くことがありますので、使用頻度や水贾により」〜3ゥ月 
に一回涂アカを取り除くお手入れをしてください £ そのと杏に-クエン K 、ある 
いはレモン汁や食酢を入れ t 洗浄するとニオイや暹アカなどをきれい[こ落 
t すことができ1す。 （ A 手入れ方法は、下纪の比率の表や疼べージの「点播』 
を参照してください。) 



クエン酸 

レ〇计 

贪 酢 

分量 

約 4a 

1個 

50 ml 

水量 

240ml 

240mJ 

270ml 


瓜注薄 

必 f 霣 S ボタンを「切」にし盖込 
プラグを抜いて保 fl プレートが冷 
めてからお手入れ.して':ださい。 


本体 LZ 水をかけたり、水につ It たけ 
しないでください，みがき粉や硬い 
シぐベンジン、シンナーなどの 
描発油は括用しないでください。 

食器洗い樺や食然乾》件: J 使用 

しないでください a 

、 J 


























修理を依頼される前に 


ご使用中に興常が生じたときは、つぎの点をお調べください。 


こんな時は 

点悚 

お溻の 
出が腿い 

お使いになる間に、水質などによって本体内のパイプに湯ァカが付すお 
湯の出が悪くなることがありますので、次のようにして湯アカを取り除いて 
<ださい c 

1- 種と絞りカスを除いたレモン汁 （1 個分〉と水約 240ml を、ガラスサーバー 
に入 れよく5昆ぜます e 4モン汁の代わりに市販のクIン¢1や®醉もご使用 C なれます f ) 

2 - 「1 j をタンクに入れ、バスケット./(スケツトカノ く一をセツトした後、コー匕一を 
作る方法で沸かし、レモン水がガラスサーバーに全て移ったら、®源ボタ 
ンを「切』にします。 

&ガラスサーバーに残ったレモン水を捨て、水だけを水位目盛りの「©>」 

まで入れ、抽出します,:,においがとれるまでこれを2画以上ぐ J 返します & 

お漏が飛び敗る 

ご使用の際にパスケットカバーが取り付けられているか砘認してください〇 

■■■ 


〇 アフタ-サ-ビスについて 

■ L 保 II ♦は必ず「お頁い上げ年月日」と「販売店名」等所定車項の記入及び記戟内容をご確 IS のうえお頁い上げ 
の販差店からお受け取りください1記«内容をよくお結みになり大切【-保管して< ださい， 

2.保証期間は、お冥い上げ日から1年間です。保証期間中(こ修理を依頼され S ときはわ•質い上げの販売店末で保証 
署を漆えて商品をご持参ください。保証*の内容に從って修理いたします B 

3イ呆証咖占経過後の修理についてもお買い上げの販芫店にご相 iK ださい,■■佟理[こよって機能が雑持できる堳合 
はお客楛のご5望により有料修理し、た L if & 

4. この_品の袖倍用性能邮品の保有期 f::ju： 製造れ切後5年て-す t .補修用性能部 S と [S、 その製品の機陡を碓持す 
るために必要な部品です p 

5. 製品〔異常がある谋合には,お*梯ご自身で修理されたり、手 f 加えたりすることは ft 険です対にしないでくだ 
さい。 

フターサービ X につ v ゝてご不明4点は、おめ、上げの販壳店にお問い合わせください。 


燦坤 B 本電器株式会社〒110-0016東京都台東区台東 1 T 目24番1号 

li 客梯尋甬ダイヤル 03 - 3837-1235 

■■月〜金瞎3 g 明〜13時/時仕、白 S 0 はお休み） 

http :// www B tsan nkuen.jp 






